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 Mathematica のリストの機能が重要であり、また、おもしろい。Mathematica では、リ
ストの機能をうまくつかうことで簡単な式で計算を効率的におこなうことができる。 
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これは、10 から 20 までのリストが、増分の刻み幅３でつくられた。 
 さらに、リストの出力様式に、変数を含むようにするためには、関数 Table が使える。 
Table[n, {n, 6}] と入力すると、n のリストで、n を 1 から 6 まで変えたリストが出力さ
れる。つぎのように記述する： 
 













 上の式では、要素を 0 とするペアのリストが 4 個、出力される。このような込み入っ
たリストも出力できるようになっている。 
 また、関数 Select は有用である。  
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 いま、事象 E は確率 p で生じるものとする。Mathematica によって０から１までの一
様乱数を発生させ、その乱数の値が p 以下であれば事象 E が生じたとする。 
 実数の乱数を発生する関数、RandomReal の使い方をみてみよう。つぎのように「?」






















{0.8324, 0.12757, 0.22483, 0.5112, 0.96981} 
 
 この入力で、0 から 1 までの乱数が 5 個、リストとして出力される。個数を指定する
場合には、{0,1}を省略した RandomReal[{5}] の記述ではエラーとなる。 
 
4． 円周率πの推定 
 乱数をつかったシミュレーションの 1 つの例として、円周率πを推定しよう。円の面
積に注目して、つぎのようにおこなう。0 から 1 の、2 つの乱数 r1と r2を発生させ、平
面の 1 点の座標 (r1, r2) を指定する。そこで、その点が円の内部に位置するかどうかを
調べるために、 
 



















π ⋅ 12 /4
1
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                     π ≅
4n
m              (2)
 
 
となるので、m と n の測定された数によって、πを推定することができる。 
 具体的に、計算をつぎのように進めていこう。 
 
 RandomReal[{0,1},{10,2}];                                     (3) 
 
 この入力で、0 から 1 の乱数を 10 個発生させた。ただし、ペアのリストとして出力
させた。これは、つぎのような形式である： 
 
    {○,○}, {○,○}, {○,○},….., {○,○} 






























この式では、点の個数を変数 n とおいて、plot という関数をつくった。そこで、つぎの
ように入力する： 
 
Length[Select[plot[10], #[[1]]^2 + #[[2]]^2 <1 &]] 
  9                            (4) 
 
 






は、それぞれ、リストの 1 番目と 2 番目の要素である。 
 Select と準関数の使い方として、つぎのようなことができる： 
  
Select[{0.1, 0.2, 0.3, 0.4, 0.8, 0.9}, # > 0.7 &] 
  {0.8,0.9} 
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 こうして、10 個の点によって、πを推定することができた。点の個数を増やせば、
πの推定精度があがる。点を 1000 個に増やしてみよう。 
 




 よく知られている値の、3.141 に近づいた。 
 一般に、ここでおこなう繰り返しの計算は、よく知られたコンピュータ言語である










 いま、1 倍体生物を考え、特定の 1 つの遺伝子座に注目し、1 対立遺伝子 A の世代に
わたる頻度変化をみよう。親世代における遺伝子プールでの遺伝子 A の頻度が p だと
する(0 < p < 1)。この遺伝子プールから遺伝子の任意抽出によって、子供世代における A
の遺伝子頻度を求める。ここで、集団の大きさは N だとする。 
 Mathematica によって、0 から 1 までの一様乱数を発生させ、その値が p 以下であれ
ば、遺伝子プールから遺伝子 A が抽出されたと考える。これを N 回繰り返し、子供世
代の遺伝子を構成する。遺伝子 A が抽出された個数を算出し、子供世代の遺伝子 A の
頻度 p’をもとめるのである。 
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a=RandomReal[{0,1},{10}]; 
Select[a, # <0.5 &] 
 
 {0.394229, 0.424147, 0.22103, 0.47294} 
 
0 から 1 までの一様乱数を 10 個発生させ、そのリストを変数 a とおいた。そのリスト
に対して、0.5 より小さい乱数を選ぶようにした。出力をみると、0.5 より小さい乱数が




Length[Select[a2[100]], #<0.5 &]] 
 45 
 
 集団の大きさを変数 n として、乱数のリストとして新しい関数 a2 を定義した。具体
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